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「はじめまして よろしくお願いします。」 

一宮市立浅井南小学校 校長 伊藤 之一   

 4月に、小信中島小学校から浅井南小学校に校長とし

て赴任しました伊藤之一と申します。初めて本校の校門

をくぐりました。校庭の桜も満開で、花壇のチューリッ

プ、子どもたちや先生方が心を込めて育てた一人一鉢の

ビオラも色鮮やかに咲き誇っていました。春のぬくもり

と同時に本校の温かい雰囲気を感じました。 

令和3年度は、38人の新1年生を迎え、全校児童310

名と 33名の教職員でスタートしました。昨年度の４月

当初は、新型コロナによる 2か月の休校がありました。

現在もまだまだその影響を受けていますが、4 月より子

どもたちが元気よく登校できたのは、本当にありがたく、

すばらしいことです。やはり学校は「子どもたちあって

の学校だ」とつくづく感じました。 

始業式では、３つの話をしました。1つ目は、「自立」「挑戦」です。「自分のことは自分で

やり抜く」ということです。これから苦手なことやつらいことがあるかもしれません。何度失

敗をしてもあきらめずに挑戦してほしいという願いを語り、一生懸命がんばる姿はとても美し

いことだと伝えました。2つ目は、「思いやり」「やさしさ」です。新しい仲間との出会いがあ

ります。この仲間がみんな笑顔で生活できること、悲しい思いをしている仲間がいたら、声を

かけ、話をよく聞いてあげてほしいという願いを語りました。遊びのつもりでも仲間を傷つけ

ると、いじめになり、それは人間として許されないことであると伝えました。3つ目は、「感

謝」「ありがとう」です。たくさんの人たちが子どもたちの生活を支えています。「感謝」の気

持ちを忘れず、「ありがとう」という言葉をいっぱい聞かせてほしいという願いを語りました。 

すべての子どもたちが毎日笑顔で登校できるよう、教職員一同、力を合わせ、精一杯取り組

んでいきます。保護者・地域の皆様には、ご支援ご協力をいただけますよう、よろしくお願い

いたします。 

七月の行事予定 

１５日(木)交通安全街頭監視日 

２１日(水)資源回収日 

    ２８日(水)孫といっしょに社会見学 

    ２９日(木)浅井４校学校運営協議会連絡会 

    ２９日(木)浅井中学校区青少年健全育成会 

中止が決定している行事 

    １０日(土)ふれあい盆踊り大会 
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春の叙勲、東浅井の早川さん受賞される 

４月２９日付で第 36回危険業務従事者叙勲が発表され、東浅井の

早川光孝さん(72)が瑞宝単光章を受章されました。企画広報部会で

インタビューを行いましたので、紹介させていただきます。 

早川さんは愛知県の警察官（警部）として 39 年の長きにわたっ

て活躍されました。特にパトカー勤務が長く、常に最初に現場に駆

け付けたそうです。その中でも特に危険だったのが拳銃を持った銀

行強盗と対峙した時で「一つ間違えば、殉職していたかもし

れなかった」とお話してくださいました。その他いろんなお

話を伺いましたが最後まで楽しかった思い出は無かったよう

でそれだけ過酷なお仕事だったと思います。 

今はご夫婦でフィットネスクラブに毎日通われているそう

です。長年の勤務お疲れさまでした。 

令和３年度浅井公民館活動について 

浅井公民館は４月に６事業

部が今年度の行事予定を発表

しました。 

ところが緊急事態宣言の発

出により、ふれあい盆踊り大

会と町民運動会の開催が市の

要請により、早々と中止が決

定しました。その後も、各行

事が中止または延期になって

います。 

そんな中、文化クラブの皆

さんは、公民館にてコロナ対

策をした上で、毎日、元気に 

令和３年度浅井公民館役員               活動してみえます。 

浅井町の文化財・史跡紹介(8) 「木曽川堤サクラ」            

木曽川堤サクラは一宮市(北方町)から江南市

（草井）にかけて７㎞の桜並木です。徳川家康

が築いた御囲堤に明治 18年、サクラ約 1,800

本が植えられました。そして昭和２年に国の名

勝と天然記念物のダブル指定を受けました。そ

の一番の理由は当時エドヒガン、シダレザクラ、

ヤマザクラが植樹されていてソメイヨシノ（園

芸種）は植えられなかったということです。 

現在、日本のサクラの約 80％がソメイヨシ

ノと言われています。そんな中、木曽川堤サク

ラはいわば日本のサクラの原種の並木と言え

ます。ちなみにエドヒガンの代表は根尾の淡墨   

桜でヤマザクラの代表は吉野山のサクラです。  

この貴重な桜並木を末永く大切に保存していきましょう。 

＊愛知県で名勝・天然記念物の両方に指定されているのは、「木曽川堤サクラ」のほか、新城市の「乳

岩峡」「阿寺の七滝」「鳳来寺山」それと「名古屋城のカヤの木と二の丸庭園」の５か所だけです。                                                
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